
様式第３

東警察署　　　令和６年自転車指導啓発重点地区及び路線

出典：国土地理院基盤地図情報（基本情報）

重傷事故発生場所

自転車指導啓発重点地区

自転車指導啓発重点路

凡 例

自転車事故密度分布

高低

死亡事故発生場所

①
東新町北
交差点 ～ 高岳

交差点
400 ｍ

選定理由

市道堀田高岳線

　通勤・通学時間帯の自転車利用者が多数あるほか、高
岳交差点が自転車関連の事故多発交差点であるため。

②
徳川２丁目
交差点 ～ 桜通久屋東

交差点
2,700 ｍ

国道１９号

選定理由

　朝晩の通勤時間帯に、全年齢層の自転車利用者の交通
事故が多発しているため。

管内

R3.1
～R5.10 重傷事故 死亡事故

自転車事故件数

東警察署

区分

自転車関連事故 7352 1

Ⓐ 【重点地区】

選定理由

　市内中心部への動線上にあり、全年齢層の自転車利用
者に対する各種取組を実施する必要があるため。
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